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令和元年 (2019年） 10月 6日に南鳥島近海で発生











た。 10 日からの総雨量は神奈川県箱根町で 1000mm
に達し，関東甲信地方と静岡県の 17地点で 500mm 
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20 40 60 時間(hi
図 5 流れと横断面内における最深河床位僅の時間
変化。流れ場は，水深コンターと流線により可視化













































































































































































 1 10 11 103.4K (5.4~108.8K) 0.05 0.11 
 0 9 0 40.3K (0.4~40.7K) 0.12 0 
 1 14 1 29.7K (1.6~31.3K) 0.17 0.03 
(2015) 1 7 23 34.0K (7.9~41.9K) 0.10 0.34 
(2017) 0 1 28 4.9K (1.1~6.0K) 0.10 5.71 
(2012) 1 5 17 12.4K (5.0~17.4K) 0.20 0.68 
表 1 被害形態ごとの発生件数と発生率
（各被害数は箇所数，淵水は基盤漏水と堤体漏水の合算）











とした．吉田）I[では被害範囲に占める越流区間長および水位が HWLを上回った区間長が 8割以上，阿武隈）I[ 























































































図 1 2019年台風 19号による御前崎～犬吠埼間の
海岸での水位痕跡高の分布（左上のバーが 10m T. P. 




分を分析した（水深 6~20m地点，図 12)。台風 15
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主に波群の拘束波として発達したと考えられる長周 図 12 風波波高（実線）および長周期波波高（破線）
期成分 (<O.04 Hz) の波高は台風 15号で 1m, 19号 の観測値（観測位置(a), 台風 15号(b), 台風 19号
で 2m程度と観測された。これら長周期波の伝播過 (c)) 
程をより詳細に把握するため，ほぼ同一水深の三点
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表2 台風 号と 号の強風被害の特徴の比較
項目 台風 方"" 台風 方ロ
上陸 中心気圧 ～ 中心気圧 ～ 
時の 暴風半径
台風 暴風半径 強風半径 km
情報 強風半径 km
最大 神津島 羽田









































































































37%, 在庫被害： 10%, 建物設備・除却費用： 9%と，
直接的な被害が大部分を占めるが，受注減少による



















































































































土砂災害 高潮・高波／強風 建築・農業他（全般） (! 昂防ため池）
（気象）発生した気象 （地盤）よりリスクの （地盤）合流する支 （避難）土砂災害危 （避難）浸水想定区
現象のメカニズムに 高い地点の周知と越 流の堤防の浸透に 険箇所の「範囲外」 域図だけでなく地形
関する知見の体系 水・破堤による予測 よる不安定化や氾濫 であってもリスクは 分類情報も有益であ
メカニズ 化を図るべきであ される災害現象を理 の危険性の監視す 存在することを周知 る．地形分類情報を




（気象）観測事実の （水文）アンサンブル （地盤）堤防情報の （地盤）斜面崩壊の （高潮）海岸長周期 （建築）住宅流出防
再現可能なモデル 予報による不確実性 在り方を検討し，研 発生場•発生時•発 波の発達・捕捉の予 止を目的とした浮力
構築と予測技術向 を含めた長時間洪 究・技術開発を継続 生規模の予測と土 測技術開発と海岸 評価方法は検討す
上により．ハザード 水予測情報を提供 するしくみづくりが必 石流の到達範囲予 保全・防災対策に反 べき課題である．
予測を災害予測にま する必要がある． 要である． 測を組み合わせた 映する必要がある．
で利活用できる技術 （河川）ハザー ドマッ （地盤）想定すべき 動的なハザードマッ （強風）台風時のリア （農業）長延長となる
開発が継続して必要 プでは読み取れない 作用に対して堤防の ピングや．土砂・洪 ルタイムモニタリング 水利システムの機
である。 浸水リスクを明示 発揮すべき性能を発 水氾濫のリスク評価 技術の向上等を通じ 能と危険度を適正に
し，特に本川と支川 揮できるように設計 に向けた流域からの て，局所的な竜巻等 評価し，洪水予測に
予測・リス の合流部の浸水リス 論を発展させるとと 土砂生産量の推定 の突風予測を実現 基づく事前対策の実
ク評価・技 クが高いことを周知 もに，ねばり強さを を高度化してゆく必 し，防災に結びつけ 施が必要である．













対策（全 整備計画を可及的 のための新技術を 点から研究を積み重
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